
岡崎市障がい児通所施設送迎用バス等改修支援事業実施概要（案） 

 

１ 事業の目的 

障がい児通所支援事業所において、送迎用バス等への安全装置等の設置に係

る経費の補助を行うことで、子どもの安全を守るための万全の対策を講じると

ともに、子どもを預けている保護者の不安解消を図ることを目的とする。 

２ 事業の内容 

子どもの安全対策を講じるため、送迎用バス等改修支援事業を実施する際、

送迎用バス等に、子どもの置き去り事故の防止に役立つ安全装置の設置等に係

る備品購入等の費用に係る補助を行う。 

３ 対象となる事業 

岡崎市から指定されている児童発達支援センター、児童発達支援事業所及び

放課後等デイサービス事業所とする。 

４ 補助基準額 

175千円以内（１台当たり） 

５ 対象となる送迎用バス等 

  通所を目的とした自動車のうち、座席（※）が２列以下の自動車を除く全

ての自動車が原則として安全装置に係る義務付けの対象となる。 

なお、座席が２列以下の自動車と同様に義務付けから除外される「その他

利用の態様を勘案してこれと同程度に園児の見落としのおそれが少ないと

認められるもの」については、例えば、座席が３列以上あるものの、園児が

確実に３列目以降を使用できないように園児が確実に通過できない鍵付き

の柵を車体に固着させて２列目までと３列目以降を隔絶することなどが考

えられるが、安全装置が義務付けられる経緯・趣旨に鑑み、その判断は十分

慎重に行うこと。別紙「安全装置の装備の義務づけの例外となる自動車のイ

メージ」を参照のこと。 

（※）「座席」には、車椅子を使用する園児が当該車椅子に乗ったまま乗車す

るためのスペースを含む。 

６ 対象となる安全装置 

  「ブザーその他の車内の園児の見落としを防止する装置」は、国土交通省

が 12 月 20 日に策定・公表した「送迎用バスの置き去り防止を支援する安

全装置のガイドライン」に適合するものであることが求められること。なお、

本ガイドラインに適合する装置については、内閣府において、国土交通省と

連携し、一覧化したリストを作成・公表した当該リストを参考に選定するこ

とが可能であること。 

（掲載ページ） 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/anzen/list.html 

 

 



７ 留意事項 

⑴ 令和４年９月５日以降に実施した送迎バス等の改修が支援の対象とな

り、対象となる安全装置については購入を原則とするが、リースの場合は

令和４年度末までのリース料を限度とする。 

⑵ 安全装置については、送迎用バス等１台につき安全装置１台を設置する

こととし、送迎用バス等の数以上の購入をする場合は本事業の対象外とす

る。 

⑶ 取得価格又は効用の増加価格が単価３万円以上のものについては、目的

外使用や譲渡、貸付け等ができないこと。また、売却した場合は、その金

額を返還すること。 

⑷ 購入後５年以内に事業所の休止、廃止、指定の取消し、停止命令を受け

たとき、その他当該車両を送迎に供さなくなるなど装置の設置目的を果た

さなくなるに至った場合は、財産の残存価格を市に返還させること。 

⑸ 市が交付決定した日から指定する日までの間に設置手続き等を行うこ

と。 

⑹ 本事業は予算の範囲内で補助するものであり、内部調整の過程で、追

加・変更となる場合がある。 



「こどものバス送迎・安全徹底プラン」について（参考資料） 

令和 5年 3月 16日 

  



 

 

  





「送迎用バスの置き去り防止を支援する安全装置のガイドライン」に適合する装置 掲載サイト 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/anzen/list.html 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/anzen/list.html


児童の乗降時における点呼等による所在確認 取り組み例 


